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●学習支援課●

●子ども課●

　教育委員会では飯山市総合計画や飯山らしい学校教育計画などに基づき、事業を進めています。
主な取り組みのいくつかを紹介します。

○スポーツ生涯学習課○
◆小学校区ごとの教育懇談会の開催
　飯山市および地域の教育の現状や課題の
把握、児童数の減少による小学校のあり方
等を検討するため、小学校区ごとに教育懇
談会を開催します。

◆動ける体づくり
　柳沢運動プログラムの取り組み推進
　子どもの運動能力の向上と脳の発達に関
し、近年、全国的に注目を集めている「柳沢
運動プログラム」について、飯山市では、8
年前から取り組んできました。引き続き、公
立保育園全園で実施するとともに、指導ので
きる保育士の養成に取り組みます。また、小
学校での導入の取り組みを推進します。

◆学力向上への取り組み
　飯山市の児童・生徒の学力を向上させる
ため、飯山北高と連携して、小・中・高の教
職員交流による算数・数学、英語の授業の
実施や、つまずき（不得意）内容を把握し
ての授業改善の研究などを行います。また、
中学校英語のみならず、小学校の英語活動
の充実を図るため、小・中各2名、計 4名
のＡＬＴ（英語補助教員）の配置を継続しま
す。

◆保育サービス充実の検討
　家族構成や就労形態の変化などから、基
本的な保育に加え、乳児期からの保育や休
日保育など、様々な保育サービスの要望が
届いています。それらについて、取り組みの
優先順位や実現のための条件整備などにつ
いて検討を進めます。

◇スポーツ施設
　リフレッシュ事業等の取り組み
　毎年、市内のスポーツ施設のリフレッシュ
事業を計画的に実施しています。本年度は、
市営野球場の内野の排水設備改修や整地を
１０月に実施するほか、市営飯山シャンツェ
ノーマルヒルの塗装工事、弓道場のトイレ設
置などを予定しています。また、市営飯山シャ
ンツェスロープカーのオーバーホール工事も
実施します。

◇スポーツの振興
　市民の健康増進、生涯スポーツの振興及
びスポーツによる地域振興のため、各種ス
ポーツ大会やスポーツ教室を開催します。ま
た、子どもの頃からスポーツに親しむために、
ジュニアスポーツ振興事業として指導者の派
遣や各種大会への補助を行ないます。
　スポーツによる地域振興を図るため、ス
ポーツツーリズム事業（菜の花サイクルロー
ドレース、いいやま菜の花ゲートボール大会、
北信州ハーフマラソン）を実施します。

◇生涯学習のまちづくりの推進
　市民の知的要望に応えるため、出前講座
を実施します。毎年、50講座ほど開催して
いますが、任意の団体でも出前講座を実施
しますので、「ここが疑問だ、こんなことを知
りたい、・・・」と思った時はご連絡ください。

◇青少年健全育成への取り組み
　青少年の育成団体や青少年補導団体と連
絡を密にし、青少年の健全育成に向けて各
種事業に取り組みます。

◇芸術文化の振興
　市民の芸術文化の振興のため、関係する
団体と協議する中で、市民芸術の鑑賞会や
各種芸術文化事業を実施します。
　今年度は、市民芸術鑑賞事業として中国
雑技団の公演を行なう予定です。

〇文化的景観保存計画策定事業
　現在、建造物や古文書など、個々に指定となってい
る小菅の文化財について、小菅集落一帯の文化的景観
を調査し、地域一帯が重要文化的景観に選定されるこ
とを目指します。また、新幹線飯山駅開業後の飯山駅
下車を推進する有力な観光スポットとしての価値を確立
するため「保存計画書」を策定します。

○飯山雪国大学事業
　生涯学習の一環として、各年代、各層を対象とした公
民館の各種事業を雪国大学として、市民の視野を広げ教
養を深め、文化に親しむことを目的に開催します。こうし
た学習の機会を提供するとともに、市民が学んだ知識や
経験を生かして地域や社会に還元できる市民主体の仕組
みづくりを推進します。

〇美術館企画展開催事業
　多方面で活躍する郷土ゆか
りの美術家等の作品を展示する
ことで、市民の芸術意識向上と
レベルアップに寄与します。ま
た、新幹線飯山駅開業前のカ
ウントダウン企画として、文化
学園と共催の企画展示を行な
います。

〇ふるさと学習推進事業
　平成26年の飯山城築城
450年カウントダウン企画と
して「飯山城築城ものがたり」
の企画展示を行ないます。ま
た、本年は飯山城下町開町
430年の節目でもあることか
ら、関連するイベントを開催
します。

○読書普及事業
　（飯山市子ども読書活動推進計画策定事業）
　子どもが生きる力を身につけていくため、 読書
活動は欠くことが出来ません。今日では、テレビ・
インターネットなどの様々な情報メディアの普及
や生活環境の変化があり、子どもの「読書離れ」
が指摘されています。そのため、家庭・地域・学
校等が連携し社会全体で子どもの読書活動を推
進するための計画を策定します。

◆幼保小連携の推進
　昨年度、児童が保育園や幼稚園から小学
校へとスムーズに就学ができるように、指導
の連続性を持たせるための『橋渡しカリキュ
ラム』を作成しました。今年度は、その活用
と実践により、幼・保・小の連携・交流を一
層推進します。


